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ふるさとへの応援ありがとうございます

ふるさと応援寄附金の状況
問い合わせ

財政課監理係　☎２２- ７７３１

　

平
成
20
年
の
地
方
税
法
改
正
に
よ

り
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に
一
定
の

寄
附
を
し
た
場
合
、
住
民
税
の
税
額
控

除
が
受
け
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
寄

附
金
を
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
と

し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、
８
人
の
人
た
ち

か
ら
ご
寄
附
及
び
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
附
者

　

長
尾　

信
一　

さ
ん

　

須
田　

和　

さ
ん

　

市
川　

隆
則　

さ
ん

　

久
重　

和
敬　

さ
ん

　

岸
本　

一
輝　

さ
ん

　

匿
名
（
３
人
）

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
（
順
不
同
）

○
親
が
市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は
大
変

　

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
の  

 
 

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
変
わ
ら
な
い
と 

 
 

こ
ろ
、
な
つ
か
し
い
友
と
の
交
流
に  

 
 

活
力
を
も
ら
い
、
ま
た
が
ん
ば
ろ
う

 
 

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
街
の
基
盤
作
り
に
活
用
し
て
く
だ
さ

　

い
。

○
雇
用
確
保
（
企
業
誘
致
な
ど
）

　

 

市
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
を
地
域

振
興
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
財
政
課
監

理
係
ま
で
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

指定用途 件数 金額

人にやさしいふるさとづくり ２ １１０，０００円

魅力あふれるふるさとづくり ５ ４６５，０００円

竹原の資源を活かしたふるさとづくり １ ７００，０００円

合        　　　　 計 ８ １,２７５，０００円

▼平成２２年度の寄附の状況

事業名 事業概要 事業費

　　　　

竹原っこ　　　

夢プロジェクト

　仁賀小学校では、児童がデオデオ女子陸上部の選

手とリレー競争を行い、　忠海中学校では、サンフ

レッチェ広島のコーチによる「サッカー教室」を開

催しました。

　また、竹原西小学校では「ふるさと竹原」の良さ

を紹介するビデオをつくり、道の駅たけはらにおい

て一般公開しています。

　参加した子どもたちは、「日々の練習の積み重ね

の大切さ」や「夢の実現へ向けてがんばること」な

どを学び、「ふるさと竹原」の良さを実感しました。

８１万円

▼平成２２年度基金により実施した事業

事業名 平成 21 年度 平成 22 年度 目標事業量（平成26年度）

延長保育実施保育所 10 10 10

一時預かり実施保育所 ５ ７ ６

休日保育所 ０ ０ １

病後児保育室 １ １ １

放課後児童クラブ ７ ８ ８

地域子育て支援センター ３ ３ ３

ショートステイ事業 ０ ０ １

ファミリーサポートセンター １ １ １

　　　　　竹原市次世代育成支援地域行動計画～後期計画～の実施状況
　
行動計画のうち、目標事業量を設定した保育サービス等特定事業の実施状況は次のとおりです。

　今後も、地域で子

育てを支援するため

の環境整備に努めて

いきます。

問い合わせ　

　子ども福祉室　

　☎ 22-7742

（箇所）
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みんなで実践してみよう
環境にやさしい生活　

　

騒
音
機
器
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
は
、
不
必
要
な
空
ぶ
か
し
を
控
え
、

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
必
要
最
小
限
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
し
ま
し
ょ
う

　

５
月
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
。
車
で
移
動
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
経
路
設
定
を

し
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
も
か
ね
て
、
普

段
は
車
通
勤
で
あ
ま
り
歩
か
な
い
人

も
、
最
寄
の
公
共
交
通
機
関
を
活
用
し

て
エ
コ
通
勤
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

平
成
22
年
1
月
～
12
月
に
、
市
内
の

不
法
投
棄
に
関
す
る
相
談
・
苦
情
が

36
件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

竹
原
警
察
署
に
よ
る
検
挙
件
数
は
1
件

（
1
人
）
で
す
。
市
で
は
、
市
内
数
箇
所

に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
不
法
投
棄

防
止
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

ゴ
ミ
の
適
正
処
分
と
不
法
投
棄
に
関

す
る
情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

防
音
対
策
を
し
ま
し
ょ
う

　

自
分
に
は
快
適
な
音
で
も
、
隣
人
に

と
っ
て
は
、
不
快
な
音
に
感
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
相
手
の
立
場

を
理
解
し
て
防
音
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
テ
レ
ビ
・
ス
テ
レ
オ
等
は
、
夜
間
・
早

　

朝
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
絞
り
ま
し
ょ
う
。

○
掃
除
・
洗
濯
は
、
な
る
べ
く
深
夜
の

　

使
用
は
避
け
、
買
い
替
え
時
に
は
低

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を

　４月 17 日、賀茂川清掃が行われ、市内の団体が美しい川を守ろうと、汗を流しました。今年も幅広

い年代の人々が集い、参加者は千人を超えました。市民の環境保全への関心が高まっていることがうか

がえます。そこで、清掃に参加してみてどのように感じたか、参加者にインタビューしてみました。

　自治会での美化運動をきっかけに、今年で３回目の参加になります。

賀茂川など、地域の川の清掃を年に 2回ほど行っていますが、毎回楽

しく参加しています。市民全員が「みんなの川」という意識をもって

ほしいですね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田 勝さん（上条自治会）

　今回で４回目の参加です。今年も賀茂川をきれいにすることがで

きてよかったです。毎年清掃する度、ごみが少なくなっているよう

な気がします。いつか、ごみがなくなる日がくるといいなぁと思い

ます。

宮本 竜也くん（賀茂川中学校２年）　

第 11 回賀茂川清掃

市
内
２
団
体
の
環
境
保
全

促
進
事
業

　

全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者

協
議
会
の
補
助
に
よ
り
、
市
内
２
団
体

が
、
環
境
保
全
促
進
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

竹
原
市
も
活
動
が
実
を
結
ぶ
よ
う
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

大
井
・
宿
根
地
区
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

弥
生
時
代
か
ら
人
が
居
住
し
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
、
豊
か
な
自
然
を
保
護
・

保
全
し
ま
す
。

荘
野
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

国
道
沿
い
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
対
策
と

し
て
「
ゴ
ミ
を
拾
う
活
動
」
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
抜
本
的
な
解

決
を
目
指
し
、
ポ
ス
タ
ー
や
お
芝
居
に

よ
る
「
ゴ
ミ
を
す
て
さ
せ
な
い
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。

問い合わせ

まちづくり推進課生活環境係　☎２２-７７３４　

人々を魅了している樹齢 250

年の「宿根の大桜」。協議会

が周辺整備を行っています。


